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背景と⽬的

 ⽣態系における樹⽊の集団構造を遺伝学的⽴場から捉えようとする試みは古くから⾏われてきたが，有効な⼿段がなかったために⼗
分な深化は⾒られなかった。近年，さまざまな遺伝マーカーがこの分野に導⼊され，従来困難とされてきた遺伝⼦レベルでの諸現象の
追跡が可能となりつつある。本研究では⼩川学術参考林のブナ集団を対象に，樹⽊集団が保有している遺伝的変異の維持機構，繁殖構
造の解明と，それらに深く関与する種々の遺伝的パラメータの推定を⾏い，森林⽣態系における樹⽊集団の遺伝的な内部構造とその動
態の解明を⾏うことを⽬的とした。

成 果

 ブナの更新は，種⼦の散布範囲と，そ
の中に定着適地があるかどうかによって
決まる。実際の地域集団で，次世代の担
い⼿となる実⽣は，成熟（繁殖）個体に
隣接しているギャップ内（写真１）に集
中的に分布している。過去の繁殖によっ
て⽣み出され，定着・更新が⾏われた古
いギャップには，ほぼ同⼀世代と考えら
れるサイズが揃った若⽊が集中している
（図１）。

写真１. 成熟個体の死亡によるギャップ形成

⽣育環境，例えば光環境が⼤きく異なっている。

遺伝⼦型の空間分布を調べてみると，ある遺伝⼦座では⼀定レベルの⾼い変異が
地域集団全体にわたって維持されている⼀⽅，局在した遺伝変異も認められる。
これらの遺伝的なモザイク構造は，トランセクト内のわずか数⼗メートルの範囲
でさえ顕著であった。地域集団に⾒られるこのような空間的な遺伝構造は，繁殖
システム，花粉⾶散・種⼦散布の範囲，近接個体間での交配，定着地の成⽴環境
などに起因すると考えられる。

図１. 同⼀空間内のサイズクラス別個体分布図

⽬盛りはメートル。class 0, 実⽣︔class 1-4, 若
⽊︔class 5, 成熟個体。

実⽣個体と若⽊個体の空間分布に違いが認められ
る。

図２. 各トランセクト（tr1, tr2）への花粉♂あ
るいは種⼦♀親の候補⽊

複数遺伝⼦座を使った推定。

 

 ⼀⽅，地域集団の中には，実⽣〜若⽊〜成熟個体にいたるまでの，さまざまなサイズの個体が含まれている（図１）。樹⽊は寿命が
⻑いことから，実⽣（当年）から成熟個体（数百年前）にわたるそれぞれの繁殖の帰結が，現在の地域集団を構成している各⽣活史段
階の階層構造の中に蓄積されている。様々なサイズクラスに内包されている遺伝変異を⽐較した結果，サイズごとに特有の遺伝変異が
含まれていることが明らかになってきた。つまり，繁殖に寄与する⺟樹が繁殖機会によって異なるため，そこから⽣み出される各世代
の遺伝組成が異なり，植物集団全体としての遺伝的多様性を維持していると考えられる。さらに，より⻑い時間のなかで過去に存在し
た⺟樹（現在既に死亡）の効果，あるいは，隣接する地域集団から新たに加⼊する（図２）新しい遺伝変異も樹⽊集団の遺伝的多様性
の作出及び維持に貢献していることが⽰唆された。

 なお，本研究は農林⽔産技術会議⼤型別枠研究「農林⽔産系⽣態秩序の解明と最適制御に関する総合研究」による。
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